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　長崎への原子爆弾投下から今年は 79 年。今

なお多くの原爆遺跡がそのままの姿で残され

ています。

　私たちは 8月 8 日から 3日間、多くの原爆

遺跡を巡りました。特に初日から 2日間は長

崎原爆資料館を起点として、爆心地周辺を

じっくり見学することができ、原爆の脅威と

凄惨さについて深く考える機会をいただきま

した。今回見聞きした経験を伝えることで、

多くの方に原爆遺構について知って頂けたら

幸いです。

　長崎の原爆の被害は主に「爆風」「熱線」「放

射能」によるものでした。特に爆風と熱線の

被害は、今なおそのままの姿で残っているも

のがいくつもあります。それら爆心地付近の

遺構について、まとめました。

　長崎原爆資料館を出て最初に向かったのは

爆心地公園です。その道中に川があり、その

壁面には国内外の子供たちによるカラフルな

壁画作品が展示されていました。それらはピ

カソの有名な反戦作品である「ゲルニカ」に

なぞらえた「平和の祈りキッズゲルニカ in な

がさき」という企画展。どの作品もカラフル

な色彩で平和な世界を描いた作品です。

親：江波戸景子　子：嘉乃子

戦跡視察（被爆地周辺）
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平和祈念の像（平和公園） 「平和の祈りキッズゲルニカ in ながさき」
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長崎で学んだこと、感じたこと

　爆風で飛ばされた瓦礫に混じって熱線に

よって変形したガラスや金属の日用品がその

まま埋まった状態で保存されている当時の地

層を見学しながら階段を上り、目的地の爆心

地公園に到着しました。

　私たちが着いたのは8月8日の午後でしたが、

喪服や正装姿の外国人の方々が列をなして献

花をされていたのが印象的でした。多くの世界

中の方々が 79年経った今でも原爆の被害に心

を痛め、犠牲になった多くの命に哀悼の意を表

している光景が目の前にあるのに、戦争や紛争

によって苦しんでいる人々の悲惨なニュースが

日々報道されている、このふたつの現実が同じ

世界線上にあるのが不思議な気分でした。キッ

ズゲルニカで子供たちが描いたような平和な未

来はやってくるのでしょうか。

　他の戦争遺構も回りました。

　爆心地から南東 500ｍほど離れた旧長崎医科

大学の門柱は、そのズレと面ごとの表面の違い

が当時の爆風の凄さを一言で言い表していると

言って過言ではありません。石製の大きな門柱

は一方だけが台座からずれて傾き隙間ができた

状態のまま保存されています。もう一方は山の

かげとなって爆風の影響が少なかったそうで、

今も通用門としてそのまま使用されています。

を十分に肌で感じました。

　それよりさらに爆心地から離れた場所にある

山王神社二の鳥居もまた爆風によって一本の柱

が倒壊し、もう一本は熱線によって表面の一部

剥離をおこしましたが、奇跡的に立ったままの

姿を残せました。この鳥居は今も長崎市民の生

活に溶け込み、その姿は平和への願いを訴えか

けているように見えます。

　これら、市民の日常生活の中に存在する遺構

そのものが、原爆の恐ろしさを伝える強いメッ

セージであると感じました。

一本柱で立ち続ける鳥居

台座と隙間ができた旧長崎医科大学の門柱

爆心地にて献花をする人々
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　2年前の夏休み、我が家は家族で広島の平和記
念資料館を訪れました。4年生だった息子にはま
だ刺激が強すぎるかもしれないという私の心配を
よそに、息子は時間をかけて一つ一つの資料を読
み込んでいました。夏の自由研究は「広島の原爆」
についてまとめ、考察ではその年にロシアとウク
ライナで始まった戦争を止めるために自分ができ
ることについて考えました。
　2年以上経ってもロシアとウクライナの終戦はみ
えず、世界各地の紛争も増加し、日本を取り巻く情
勢は難しさを増しています。そんな情勢での今夏、
もう一つの被爆地である長崎で、6年生になった息
子とともに平和についてさらに考えを深める機会を
いただけたことを大変有り難く思います。

　3日間の平和派遣の行程は、どこを取っても深い
学びと長崎でしか得ることのできない大変貴重な
体験の連続でした。中でも息子にとっては、90歳
になる松尾幸子さんの被爆体験講話が強く印象に
残ったようです。講話に先立ち長崎市長が「被爆
体験者の平均年齢は85歳を超えている。若い人た
ちがバトンを受け継ぐ時」とメッセージを送られ、
息子はバトンの担い手の一人として気持ちを強くし
たようでした。
　私は、城山小学校の平和祈念式に参列させてい
ただいたことが衝撃ともいえる貴重な経験となりま
した。爆心地から西方500mに位置する城山小学校
は、学校にいた教職員31人のうち28人が亡くなり、
児童1,500 人のうち1,400 人余りが尊い命を落とさ
れました。被爆から6年後、少年平和像の建立をきっ
かけに全校児童で平和の大切さについて学習する
平和祈念式がスタートし、それ以来、毎月途絶える
ことなく平和祈念式は開催され、私たちが参列させ
ていただいた日は876回目の平和祈念式でした。

　開催数からも一目瞭然ですが、城山小学校の児
童にとっては、日常生活の中で平和を考えること
が当然のこととしてあり、戦争や原子爆弾につい
て学習発表する児童の言葉からは、自分のことと
して平和の大切さを真に捉えている力強さが溢れ
ていました。「イスラエルでは毎日 70人の子ども
が負傷している。もう止めてください」と大人へ
訴えるだけでなく、平和の種を増やすために「友
だちと仲良くする」「困っていたら助ける」など、
生活の中で自分たちができることについても真剣
に考えていました。

　今回の平和派遣で、城山小学校の児童だけでな
く青少年ピースフォーラムで真剣に学び合う全国
から集った青少年たちの姿を拝見し、被爆体験者
からのバトンはすでにつながれていることを強く
感じました。同時に子どもたちが平和の種をより
広く、より自由に蒔くことができる土壌を増やし
ていくことが私たち大人の責務なのだと身にしみ

4 平和派遣に参加して

宇崎　陽子

長崎市立城山小学校にて

城山小学校平和祈念館（被爆校舎）を見学
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ました。日常生活の中で子どもたちが少しずつで
も平和の種を蒔いていけるよう、考え行動してい
きたいと思います。最後に、このような貴重な機
会を与えてくださった関係者の皆様、ご一緒に貴
重な時間を共有させていただいたメンバーの皆様
に心より感謝申し上げます。

　（追記）城山小学校の校長先生が、イタリアの小
学校に続いてロシアの小学校からも千羽鶴が届い
たというお話をされていました。ロシアの子どもた
ちはどのような願いを込めて鶴を折り戦争被爆国の
小学校へ届けたのでしょう。この千羽鶴も平和の種
の「一粒」になることを願ってやみません。

　ぼくは、4年生の夏に家族で広島の平和記念資
料館を訪れ、原爆の恐ろしさを初めて知りました。
　今回、長崎の平和派遣に参加して、日本人のぼ
くたちが原爆の恐ろしさを世界へ伝えて平和の大
切さを発信していかなくてはならないと改めて感
じました。平和派遣で体験した中で特に印象に
残ったことを 2つ報告します。

　1 つ 目 は、1 日
目の青少年ピース
フォーラムでの被
爆体験講話です。
　90 歳の松尾幸子
さんが当時 11 歳で

体験したことを話してくれました。松尾さんの家
は農家で大家族でしたが、原爆で兄 2人、姉 2人、
兄嫁、叔母 2人、父の 8人が亡くなりました。松
尾さんは、原爆が落ちてきた時の光や音がすご
かったこと、やけどで皮ふがヌルヌルになって亡
くなった姉のこと、熱い灰の上を歩いたことなど
を話してくれました。「姉たちが死んだことより

自分の置かれている状況の方が恐かった。ぶるぶ
る震えて眠れなかった」という松尾さんの言葉を
聞いて、ぼくも体が震えるような感じがしました。
被爆体験講話は、実際に体験した方から直接話を
聞くことができるとても貴重な機会で、多くのこ
とを考えさせられました。

　2つ目は、8月 9日の平和祈念式典に参列した
ことです。式典は、被爆者の家族や地域の代表者、
国の重要責任者など、全国でも極わずかな人しか
参列できないので、自分がそこに参列しているこ
と自体、不思議な感じがしました。式典では、被
爆者の方や岸田総理大臣など国・県・市の責任者
が哀悼の意をささげ、長崎市長が平和への誓いを
宣言しました。
　ぼくは、これから先ずっと、長崎の平和祈念式
典をテレビで見るたびに自分が参列した 2024 年
の暑かった夏を思い出して平和について考え続け
ていくと思います。
　今でも、被爆者の方々は原爆によって心に深い傷
を負い、薬を飲み続けて不安を抱えながら生活され

ています。今、被爆者
の方々の平和への願い
をぼくたちが受け止めて
発信していかなくてはな
らないと強く思います。

宇崎　純平
（愛日小学校 6 年）

永井隆博士が過ごした如
にょ

己
こど う

堂にて
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　娘から平和派遣の参加者募集の案内を渡され
「行ってみたい」と言われたことが、今回参加す
るきっかけでした。我が家は娘のほかに兄二人い
る五人家族で、なかなか娘と二人で過ごす時間が
取れない環境で、平和事業への関心よりも「親子
で長崎に行ける」という期待感での発言だったの
だと思います。
　そんな不純な動機でよいものかとの思いを抱え
たまま初回の顔合わせに参加したのですが、同じ
参加者の子どもに自ら話しかけにいったりして、
積極的に関わろうとする姿勢に少し安心して派遣
の日を迎えました。

　当日。
　前日の雷雨の影響で多少遅れはしたものの予定
通り長崎の地に降り立つことができ、午後からは
一部の大人と職員の方と一緒に、予定通り爆心地
付近の視察へ。

　展示中のキッズ
ゲルニカやたくさ
んの慰霊碑などに
混じって今なおそ
のままの姿で残さ
れている戦争遺跡
とのコントラスト
に、とても感慨深
いものがありまし
た。

　「わずか」79年前の出来事なのか「もう」79年
前の出来事なのか。そのとらえ方ひとつで、観る
視点が大きく変わる気がします。

　翌日参加させて頂いた城山小学校の平和祈念式
及び 5年生の学習発表でも、原爆投下で何が起き
たのか、これからどうしていくことが大事なのか、
しっかり自分ごととして捉えている姿に感動しま
した。

　また、市長による平和祈念式典でのスピーチ
も、いかに核兵器による牽制が危ういものか、人
類がどのように平和を維持していくべきなのかを
熱く語られており、モニター越しではあったもの
のひどく心を揺さぶられました。このように長崎
の方々が原爆投下からの時間を「わずか」と思っ
ているからこそ、長崎からの平和への訴えが強く
胸に響くのだと思いました。
　3日目の自由時間には、グラバー園や眼鏡橋な
どの観光を娘と二人で楽しんだのですが、キリス

江波戸　景子

被爆遺構巡りの様子（式典前日の平和公園にて）

長崎市立城山小学校にて

移築された浦上天主堂壁の一部
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平和派遣に参加して

ト教が迫害されながらもその信仰を止めなかった
長崎の隠れキリシタンの歴史などが長崎の平和へ
の訴えにも大きく影響しているのを感じ、より興
味深く拝見できました。

　今回、活動中は娘と共にいることは少なかった
のですが、娘は自身で当日知り合ったメンバーと趣
味等の共通点を見つけてうまく話題を作り、楽し
く青少年ピースフォーラムに参加できていたようで
す。知らない人ともきっかけを作って仲良くしてい
くという体験が、今後、娘が身近にできる平和へ
の取り組みに繋がっていくのかもしれません。
　このような素晴らしい体験を与えてくださっ
た区や参加したメンバーの皆様には感謝の気持
ちでいっぱいです。ありがとうございました。

　私は平和派遣に参加するまで、原爆のことに
ついて学校で少し触れたほどなのであまり知らな
かったし、特に何も感じていませんでした。しかし、
今回の平和派遣に参加して、原爆について見方が
かなり変わりました。今まではただすごい威力なん
だと思っていたくらいで被爆者のことなど考えたこ
ともなかったけど、平和派遣に参加して原爆の恐
ろしさを改めて知ったし、被爆者にどんなことが
あったかなど原爆についての知識が増えました。

　また、初日の青少年ピースフォーラムで聞いた
被爆体験講話で、被爆者の生活と私の生活があま
りにも違いすぎてびっくりしました。
　今私は学校に行って色々なことを学べるし、家
族も友達もいるし、外に出て遊ぶこともできます。
でも被爆体験講話をしてくださった松尾さんの生
活は、空襲があるから外に出ることは制限される
し、学校で空襲があった時に備える方法を学ぶ時
間があったり、お兄さんやお父さんは出兵したり
と、今の私の生活からは想像できないものでした。

　この 3日間で派遣団の子達と共通の話題や趣味
でだんだんしゃべる時間が長くなり、仲良くなる
ことができました。そのことから私は、どの国の
人でも共通の趣味や話題で仲良くなることができ
るのではないかと考えました。
　そして私は平和派遣で学んだ原爆のこと、被爆
者がどれだけつらかったかなどを心に刻み、これ
からも家族や友達、今の生活を大事にしていきた
いし、どんな国の人とでも偏見を持たず仲良くし
たいです。

江波戸　嘉乃子
（落合第一小学校 6 年）

長崎の街や建物を視察

青少年ピースフォーラムを終えて全国の参加者と
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　平和派遣に参加して考えさせられたことは二点
ある。一点目は、「平和はフヘンテキである」と
いうこと。そして二点目は、「平和はフヘンテキ
ではない」ということ。決して言葉遊びをしてい
るわけではないが、それぞれ伝えたいことは以下
のとおりである。

平和はフヘンテキである

　人間にとって平和は普遍的な価値であり、誰も
が願っているということである。核兵器につい
て、その存在を断固として認めない核廃絶派もい
れば、核を保有することによる抑止力が平和につ
ながるという核容認派もいる。真向から対立する
意見だが、どちらも平和を実現したいという根底
の部分は共通している。
　核保有国と非核国との間の溝がなかなか埋まら
ないのは、核保有国が決して核戦争を肯定してい
るのではなく、核兵器と共存することによる平和
を目指しているからだろう。青少年ピースフォーラ
ム二日目のグループ討議の様子を見学していても、
争いや困りごとを平和的に解決したいという想いは
共通しているにもかかわらず、提案したアクション
が真逆の方向になり合意形成に難儀しているケー
スが散見された。平和とは誰にとっても普遍的な
価値であるゆえに、その実現に向けた行動が対立
したときの調整は困難を極めるのだと感じた。

平和はフヘンテキではない

　平和の定義は不変的ではない、つまり平和が意
味することは時間とともに変化するということ
である。九州出身の私は、まさに息子と同じ小
学 6 年生の夏に修学旅行で長崎を訪れ、平和公
園や長崎原爆資料館を巡った経験があるのだが、
今回 2 回目の訪問では新鮮な気持ちで平和につ

いて考えることができた。それはきっと、「平和」
が意味することの大枠の部分は時間を経ても不
変的だが、学生の立場で考える「平和」と、大
人になって、さらには親になって考える「平和」
は視点や重点が異なるからだろう。このように、
個人のライフステージに合わせて平和の意味合
いが変化するだけでなく、その時々の世界情勢
や社会環境によっても、平和を達成するための
優先課題は変わってくるのかもしれない。だか
らこそ、平和学習は常にアップデートが必要な
ものであり、生涯を通じて向き合っていかなけ
ればならない課題だと認識した。

　多くの自治体が児童のみを対象とした平和派遣
事業を実施している中、新宿区が「親と子の平和
派遣」としているのは、親にとっても生涯学習とし
て大きな意義があり、大変感謝している。

尾園　智彦

長崎原爆資料館の見学

長崎市立城山小学校の平和祈念式見学
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平和派遣に参加して

　ぼくはこの平和派遣に参加して、心に残ったこと
が三つあります。

　一つ目は、青少年ピースフォーラム一日目の被爆
者（松尾幸子さん）のお話です。特に印象に残っ
たのは、松尾さんは空襲から逃れるために事前に山
へ避難していて、爆弾投下後に町からたくさんの人
がひどいやけどを負って山に上がってきて、その人
たちの中に自分のお父さんがいたのに、お父さんだ
とわからなかったぐらいの酷いやけどだったという
ことです。

　二つ目は、長崎原爆資料館です。長崎原爆資料
館には、原子爆弾の熱線で背中の皮がえぐれるほ
どの大やけどを負った人の写真や、原子爆弾の熱
で溶けてくっついてしまったガラス瓶などがあ
り、それが今でも目に焼き付いています。ぼくが
長崎原爆資料館で一番驚いたのは長崎に落とされ
た原子爆弾「ファットマン」の大きさでした。高
さはぼくの二倍くらいありました。

　三つ目は、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典
です。式典では、長崎市長の鈴木史朗さん、被
爆者代表の三瀬清一朗さんなどがお話をされて
いました。特に印象に残ったのは、鈴木市長の
「長崎を最後の被爆地に」という言葉です。この
言葉には、もう二度とこのような出来事を起こ
してはならない、核爆弾を使わない、作らない、
核廃絶の世界を作るという意味が込められてい
ると感じました。

　ぼくは平和派遣を通して、平和についての考え
がより一層深まりました。この経験を無駄にせ
ずに、「今のぼくたちの平和な生活は、戦争を経
験した人たちの犠牲の上に成り立っているのだ」
ということを考えながら生活しようと思います。

尾園　浩太
（富久小学校 6 年）

青少年ピースフォーラムのワークショップ

長崎原爆資料館の見学
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　今回の平和派遣に参加したことで、私は亡き母、
私、そして 10 歳の娘という三世代の視点を通し
て、戦争と平和について深く考える機会を得まし
た。母は広島で黒い雨に遭い、その被爆の悲しみ
を背負いながら生きてきました。その経験は私の
人生に大きな影響を与え、今回の平和派遣を通じ
て、その思いを娘にも伝えることができました。
　平和派遣の初日、被爆者の体験談を聞き、戦争
の疑似体験を行った後、平和祈念館や原爆落下地
点を訪れました。その時、日向灘で発生した地震
警報がスマホから一斉に鳴り響き、まるで戦時中
の空襲警報を思い起こさせるような緊張感が走り
ました。瞬時に、戦時中に家族を守ろうとした親た
ちの恐怖と必死の思いはどれほどのものだったの
か、想像を絶するものがあったことでしょう。その
後、ホテルに戻った際、娘がドアに小指を挟んで
怪我をした時、私は動揺してしまい、どうすればよ
いか迷い右往左往してしまいました。そんな私の
姿を見て、戦時中の親たちが、何もできずに苦し
んだ無念さとは比べものにならないものの、親とし
て無力感に打たれました。
　青少年ピースフォーラムの中で、戦争疑似体験
で配られたカードには、家族や食べ物、学校といっ
た「大切なもの」を書き、戦争が進むにつれてそ
れらが次々と失われ、最後にはすべてが消え去る
という体験を通じて、娘は自分の日常がどれだけ
大切であるかを改めて感じたようでした。長崎原
爆資料館では、悲惨な写真や映像の前にかつての
家族の生活や笑顔があったことを想像し、平凡な
日常こそが平和の一歩であると改めて感じました。
　城山小学校で行われた平和祈念式では、娘と同
じ学年の小学生たちが一体感を持って発表する姿
に心を打たれました。特に「平和は城山から」と
いう誓いは、平和への強い意志を感じさせるもの

で、小学校の高台から見た長崎の悲劇から復興の
風景には、多くの魂が息づいていると感じ、忘れ
ることができません。
　長崎の青少年ピースフォーラムでは、未来を担
う若者たちが生き生きと活動する姿が印象的で、
娘もその一部となり、平和への思いを育てているこ
とを誇らしく感じました。この平和派遣中、イスラ
エルがガザの学校に攻撃を加え、多くの子供たち
が犠牲になるという悲劇がありました。そのニュー
スを聞いた時、福田須磨子さんの詩が頭をよぎり
ました。「原爆を作る人々よ、今こそためらうこと
なく手の中にある一切を放棄するのだ。」この詩は、
祈念式典の平和宣言にも引用され、平和のために
立ち上がる強い決意を感じました。
　新宿区の平和派遣では、親子一緒に現地で学び、
共に考える素晴らしさを実感しました。式典後、ホ
テルで娘と一緒に祈念式典のテレビニュースを観
ながら共感し、彼女が目を輝かせて説明する姿に、
若い世代が平和の意識を引き継いでくれることを
頼もしく思いました。
　長崎での経験を通じて、母が一生懸命に生き、
私を育ててくれたことへの感謝を心の中で伝えられ
た気がします。そして、日々を大切に生きることこ
そが、平和への一歩であると教えられました。娘
が青少年ピースフォーラムで勇気を出して発言する
成長した姿、他の子供たちと無邪気に交流する微
笑ましい姿を見ながら、これからの厳しい世の中を
強く生き抜き、平和が続くようにと願いました。そ
してふと、母もまた、私
が生まれた頃からずっと
同じ願いを抱き続けてい
たのだろうと、長崎の地
で感じました。母から私
へ、そして私から娘へと
受け継がれていくその想
いが、長崎の空の下で深
く繋がった瞬間でした。

武田　義博

第
１
部　
親
と
子
の
長
崎
レ
ポ
ー
ト　
４ 

平
和
派
遣
に
参
加
し
て



272024　平和

平和派遣に参加して

　平和派遣に参加する前に、お父さんから初めて、
自分が原爆被爆者の三世だと教えられて、とても驚
きました。学校やニュースで少し戦争のことは知っ
ていましたが、亡くなったおばあちゃんが原爆に
あったことを知り、戦争についてもっと学びたいと
思いました。

　最初に、青少年ピースフォーラムに参加しました。
全国からたくさんの人が集まっていて、ちょっと緊
張したけど、他の参加者と一緒に平和について学ぶ
ことができました。次に、被爆者の松尾幸子さんの
お話を聞きました。松尾さんは、B29の爆撃が怖く
て学校にも行けなくなり、私と同じ小学校 5年生の
時に原爆で家族や街が一瞬でなくなってしまったそ
うです。学校に行くことがあたり前ではないことを
知って、悲しい気持ちになりました。松尾さんは、「小
さな声でも核に反対だと言ってほしい」と言ってい
たので、私も何かできることがあればやりたいと思
いました。

　フィールドワークでは、被爆の傷あとを、暑い中、
青少年ピースボランティアの人が説明してくれまし
た。戦争の疑似体験では、大切な人や物が次々と
失われるのを体験し、原爆がすべてを消してしまう
怖さを感じました。避難訓練では、爆弾のおそろし
い力を感じることができました。

　また、城山小学校の平和祈念式では、私と同じ5
年生の子が平和について一生懸命発表しているの
を聞いて、とても感動しました。毎月祈念式を続け
ていることも、すごいと思いました。
　平和学習のグループ別意見交換では、私が一番
年下だったのでドキドキしましたが、「暴力ではな
く、話し合いで解決すべき」という私の平和宣言を
発表しました。青少年ピースボランティアのお姉さ
んがやさしく助けてくれて、とても嬉しかったです。

　長崎原爆資料館では、全身がまっ黒に焼け焦げ
た人々の写真を見て、原爆の破壊力と恐ろしさを感
じました。平和祈念式典では、黙祷の中で平和の
鐘の音が鳴り響き、平和宣言の後、鳩が一斉に飛
び立ったのが心に深く残りました。

　この3日間で、平和がどれだけ大切かをしっかり
学びました。これからは、家族や友達や世界の人に
原爆の怖さを伝えて、毎日を大切に生きていきたい
と思います。

武田　菜々
（江戸川小学校 5 年）

青少年ピースボランティアと
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　戦後 79 年の時を経て、戦争体験の継承が課題
となっています。母方の曾祖父が、1945（昭和 20）
年の東京大空襲で行方知れずになったことを、孫
である私に語ってくれた祖母も数年前鬼籍に入り、
現在中学生になる我が子に、自身の戦争体験を語
れる親族は、おりません。戦争体験の継承が、私
たち親世代の役割であると認識しつつも、具体的
に何をしたら良いのか答えが見えない中、新宿区
の平和派遣事業に参加させていただきました。
　長崎で過ごした3日間は、現地でしか感じえな
い、多くの学びを得る機会となりました。数多くの
経験の中でも、平和祈念式典当日の朝、爆心地から
500mの距離に位置する、城山小学校の平和祈念式
に参加させていただいた事は、とりわけ深く心に残
りました。式次第を拝見すると、第 876回と記載さ
れているのです。この回数に大きな驚きを覚えなが
ら確認すると、城山小学校では、原爆が投下された
8月9日だけではなく、1951（昭和 26）年以降、毎
月9日に平和祈念式を行い、被爆死された方のご
冥福を祈るとともに、子どもたちが平和について学
び、発信を続けていらっしゃるとの事でした。
　式典中、子どもたちの合唱を聞きながら、原爆で
亡くなられた方にも、歌声が届いているように感じ
られ、「日本は、あの戦争が終わってから79年間ずっ
と平和でしたよ」と、戦災死された方々に、心の中
で語りかけながら、涙を流している自分がいました。
　長崎原爆資料館で目にすることができる、被爆
の惨状を伝える数々の展示品や、城山小学校の被
爆校舎など、物言わぬ遺品や遺構も、原爆の脅威
について、私に多くのことを伝えてくれました。し
かし、単にそれらを目にするだけでは「原爆は怖
いね」「今は平和で良かったね」という、表面的な
感想を持つところで、認識がとどまってしまったの
ではないか、ということに思い至りました。

　では城山小学校で、思わず涙があふれてしまう
ほど、深く心が揺さぶられたのは、どうしてだった
のかと考えた時、「核を無くしたい」「戦争は、もう
二度としたくない」という、強い思いを込めて、直
接語りかけて下さる方々に出会えたことが、大き
かったのではないかと気づかされたのです。

　長崎でお世話になっ
たのは、ご自身の被爆
体験を語って下さった
松尾さんだけではあり
ません。青少年ピース
フォーラムの運営を担
当されたボランティアの
皆さんや、城山小学校
で式典の中心を担って
下さったのは、平成生
まれの若者たちです。

　長崎を訪れる前に感じていた問の答えが、次第
に見えてきました。戦争を知らない世代であっても、
戦争がもたらす惨禍は、それを伝えたいという思
いを強く持つ人がいる限り、途絶えることなく継承
することができる、という事です。

　本年、被爆 79周年長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念
式典には、現在紛争状態にあるイスラエルとパレス
チナの若者たちが、NPO法人の働きかけで来日し
て共に式典に参列し、その後、交流を深めたとの報
道に触れました（『朝日新聞』2024 年 8月 26日付
夕刊）。「あなたを自分のきょうだいのように感じる」
との言葉が、若者から発せられたとの記事に、大き
な希望を感じるとともに、人と人との交流なしには、
平和の実現が困難であることを実感させられます。
　「戦争はしない」「絶対にさせない」という思いを
胸に強く持ち、自分が出来ることは何か、模索しな
がら、地道に行動を続けていきたいと考えています。

塚本　京子
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平和派遣に参加して

　私は平和派遣の活動で、印象に残ったことがあり
ます。
　一つ目は、長崎原爆資料館を見学したことです。
原爆資料館には、原爆が投下された午前11時 2分
の時刻を指したまま、時が止まってしまった振り子
時計など、家庭で使われていた日用品のほかに、爆
風で鉄骨がゆがんだ中学校の給水タンク、分厚い
コンクリートの壁が一瞬にして破壊されたという事
務所ビルのらせん階段など、大型の原爆遺構も展
示されていました。
　このような数々の展示物の中でも、私が印象に
残ったものは、高熱で変形してしまったガラス瓶で
す。展示されているガラス瓶は、複数の瓶が溶けて
合わさり、一つのかたまりになっていました。ガラ
スは普通、日常的に変形するものではありません。
ですから原爆の熱線が、どれだけ高温であったのか、
その恐ろしさが伝わってくるようで、とても驚き印
象に残りました。

　二つ目は、青少年ピースフォーラムで、戦時下の
疑似体験ワークに取り組んだことです。疑似体験の
ワークでは、まず複数の付箋に、大切な人・物・場
所を書きました。最初はたくさんあった付箋が、空
襲や徴兵制などによって、段々減っていくと、その
たびに少し悲しい気持ちになりました。
　しかし、被爆者の
方は、私のように紙
に書いた付箋を手放
したわけではなく、
実際に大切な人・物・
場所を、いっぺん
に失ったのかと思う
と、より一層悲しい
気持ちになりました。

　三つ目は、同じく青少年ピースフォーラムで、核
兵器の現状を知るワークに取り組んだことです。こ
のワークでは、まず広島・長崎の原爆をBB弾に見
立てて、落下させました。次に、現在地球上にある
核兵器を、同様にBB弾に見立てて、落下させまし
た。すると、広島・長崎と比べものにならない程の
落下音がし、落下時間も倍以上かかりました。この
ワークを通じて、広島や長崎に投下された原爆より
も、さらに上回る威力を持つ核兵器が、まだ地球上
にたくさんあるという事実に、驚かされました。

　ウクライナとロシアなど、今なお戦争を続けてい
る国があります。実際に長崎に出かけ、79年前に
起こった原爆の被害を見て、日本以外の国も戦争が
なくなり、世界が平和になれば良いと、強く感じる
ようになりました。

　来年は学校行事で、広島を訪れる予定です。今回、
長崎で学んだことを思い出しながら、平和のために
何が出来るのか、もう一つの被爆地である広島でも、
考えてみたいと思います。

塚本　暢子
（三輪田学園中学校 2 年）

大切なものを書いた付箋を渡す
（疑似体験ワーク）

第
１
部　
親
と
子
の
長
崎
レ
ポ
ー
ト　
４ 

平
和
派
遣
に
参
加
し
て



30 2024　平和

　私は長崎で空を見ていました。
　市街地の上空 500 ｍで爆発したと言われている
原爆。長崎の街の中で空を見上げ、それがどこで
爆発したのかを考えていました。

　今回、平和派遣で長崎
に行く私の目的の一つは、
現地に行き原爆について
の臨場感を感じ取ること
でした。現場に行かない
と分からないことはたく
さんあります。原爆につ
いて、私は教科書や本の
文字または映像などから
しか情報を得てきません
でした。活字やスマホの

動画からは臨場感は得られません。
　私は現地に行き、長崎の街の景色、空気、風、
湿度、山や坂などの地形、川や海など自然環境を
五感で感じようと思いました。

　その中で、79 年前の長崎の夏で実際どういう
ことが起きたのかを感じ取ろうと考えていまし
た。不謹慎ではなく真剣に、どのようにこの街の
上空で原爆が爆発したのかを想像しました。人、
街、自然が、太陽と同等の熱に呑み込まれていく
状況を想像しました。

　長崎では、やはり現地に行かないと得られない
経験を多くしました。その中で私が一番記憶に
残ったことは、城山小学校平和祈念館を訪問した
際に見た「ふりそでの少女」という絵です（書籍
「ふりそでの少女」に収録、著者：松添博さん）。
原爆により亡くなった 2人の少女が、死化粧され
鮮やかな振り袖を着て、がれきの火で荼毘（だび）
されている様子を描いたものです。

　これを見た感想は筆舌しがたいです。ただ悲し
すぎて涙が出ました。
　消去法で選ばれた長崎に機械的に投下された原
爆。楽しかっただろう人々の夏の時間は、一瞬で
地獄になりました。あの街の路地で遊んでいた無
垢の子供たちは、突然、上空に化学反応でできた
巨大な火の玉に呑み込まれ、亡くなっていったこ
と。あのとき、突然、日常の生活と幸せを奪われ
た市井の人たちがいたこと。さらに、罪のない人
たちの幸せを奪うだけでなく惨殺した原爆。原爆
は新技術の実験という位置づけでもあったと言わ
れています。投下された爆弾にファットマンやら
リトルボーイなどと一見かわいらしい名前を付け
カモフラージュしても、原爆は単なる殺人兵器で
す。二度と原爆を使わないで欲しいです。

　派遣後、私は身体で記憶した長崎の原爆の臨場
感を語り継ごうと思いました。次世代の子供たち
のために行動したいと思いました。ひとつ成果と
して、今回の派遣で娘とのきずなが強くなったの
かなと考えています。

中村　崇

「ふりそでの少女」
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平和派遣に参加して

　原爆と戦争のことを娘と
一緒に考えることが出来ま
した。次世代に語り継ぐ、
という役目を少し果たせた
のかなと感じています。破
壊された長崎の街では、原
爆投下の 10 日後に草木が生
えてきたそうです。自然の
強さも改めて感じました。
自然と子どもたちに人類の
未来は託されています。

　私は初めて長崎に行きました。むかし長崎に原
爆が落ちたことを知り、戦争と核兵器がない平和
な世界にしないといけないと思いました。
　はじめに被爆者の松尾幸子さんから戦争中のお
話を聞きました。自分以外の家族は亡くなり、す
ごく辛かったそうです。そこで、戦争はやっては
いけないことだと分かりました。その後、長崎原
爆資料館に行きました。そこでは、全身火傷をし
た子供や男性なのか女性なのか分からない人達の
写真などがかざってありました。そのときの写真
が怖くて、今でもすごく恐ろしいです。普通の人
や子供を殺してしまう戦争は、やはりしてはいけ
ないことだととても強く思いました。

　今回、私が１番印象に残ったことは、松尾幸子
さんの話です。自分は生きていて他の家族が亡く
なるのはとても悲しいことです。また、熱線を浴
びてしまい重い病気にかかってしまったそうで
す。熱線を浴びてしまうと治らない病気になるそ
うで、今でもすごく心配だそうです。
　松尾さんは今年で 90 歳なので段々と身体が
弱ってしまいみんなに被爆の話が出来なくなって
しまいます。だから、次の世代の私たちがこの戦
争の話を語り継がないといけないと、松尾さんは
お話の中で言っていました。これは松尾さんから
の伝言だと思いました。私は松尾さんの話をこれ
からもずっと覚えておきたいと思いました。

　この平和派遣は私にとって良い学習の機会にな
りました。松尾さんの被爆のお話から、私たちが
戦争の話を語り継いでいきたいと思いました。世
界の平和を願い、みなさんにも戦争について知っ
てもらいたいと思いました。

中村　智沙
（牛込仲之小学校 6 年）

原爆落下中心地に残る被爆当時の地層 平和への思いを込めて描いた絵

「My平和宣言」（青少年ピースフォーラム最終日）
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　小学校五年生の息子と参加させていただいた今
回の平和派遣。我が子は戦争のことも原爆のこと
も知っていますが、実際に現地を訪れたとき、ど
のように感じるのか、考え方に変化や成長がある
のかなどに期待していました。
　本を読み映像を見ることで学ぶことは大切です
が、実地を自分の目で見て、自分の耳でお話を聞
き、自分の頭で考えて話すことに勝るものはない
と改めて実感しています。今回、我が子は平和祈
念式典に出席し、青少年ピースフォーラムでは講
話を聞き、ワークに参加しました。また、被爆現
場や資料館を巡るなどして、平和や戦争の惨劇に
ついて考える機会をいただきました。

　被害を知れば知るほど、
戦争の理不尽さや残酷さに
重苦しく辛い気持ちになり
ますが、同時に平和への願
いも強くなっていきます。
我が子もそのように感じた
のだと思います。真剣な面
持ちで派遣活動に参加し、
意見を述べていました。
　そのときの本人の気持ちは何よりの財産です。
平和や他者への気持ち。世界と私たち一人ひとり

が存続していくことは、当たり前のようであって、
当たり前のことではありません。皆が幸せに生き
ていくためには、当事者たる私たちが行動し、発
信していかなければなりません。息子とともに、
私もそのことを深く胸に刻みました。

　現在の日本は平和と安全で快適な生活を当然の
こととして享受していますが、それは、戦争の被
害を乗り越えて我が国を復興、発展させてくださっ
た方々の苦労と努力によるものです。我が子ととも
に被爆現場などを回るとともに、長崎のきれいな景
色や街並みを見て、改めてそう実感しました。そ
して、平和を守り続ける意義を考えました。
　子どもたちに過去の事実としての歴史を教え、
平和の尊さを伝えていくのは私たち親世代の責任
です。これは、平和派遣に参加させていただいた
者としての決意でもあります。ただ、今も世界各
地で紛争が絶えません。紛争には様々な要因があ
るのでしょうが、本来被害を受ける理由のない人
の命や生活が危機にさらされている状況は、変え
ていかなければなりません。

　親子それぞれに、
感じることや学ぶこ
とが数多くありまし
た。感じ、学ぶだけ
ではなく、自分の中
でしっかりと受け止
めて咀嚼し、今後の
行動につなげていく
必要があります。
　平和派遣での経験
を一時のものに終わらせず、世界の平和を実現す
るために活かしていくことができるよう、我が子
も私も世界平和に向き合っていきます。豊かな社
会を後の世代に引き継ぎたい。それは私たち家族
の願いです。

福嶋　久美子

長崎市立城山小学校にて

平和への願いを込めて
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平和派遣に参加して

　なぜ、原爆投下といった悲惨なことが起きてし
まったのか、現地を訪れ、改めて辛くて胸が苦し
い気持ちになりました。一方で、戦後七十九年を
経た長崎の素敵な街並みを見ることもできました。
戦争の理不尽さと、先人の苦労や努力。多くを学
ぶ派遣活動でした。
　羽田空港を出発したときと今では、平和の尊さ
や大切さへの理解が変わったように思います。講
話を聞き、参加者たちと意見を交わし、被爆現場
や資料館を訪れることで、ぼくの平和への思いは
高まっていきました。
　青少年ピースフォーラムのワークでは、空襲、徴
兵制、原爆などで、自分の思いとは関係なく、家
族や友だち、家などがすぐに失われてしまうこと
を学びました。恐ろしくなり、もし現実に自分がこ
うなったらと思いましたが、これは実際に起きたこ
と。身近で当たり前と思っていたものは当たり前で
はないことを実感しました。被爆の爪痕が残る教
会、神社や長崎原爆資料館などにも時間が許す限
り回りました。こんなにも被害があったのだという
ことは衝撃でした。今回感じた核兵器や戦争に対
する怒りの気持ちはぼくの中で消えることはありま
せん。悲しい過去を忘れず、未来を守るのはぼく
たち。未来を創り、前進させていきます。

　平和祈念式典も強く心に残っています。特に、
長崎の鈴木市長の「一人ひとりは微力であっても、
無力ではありません。」という言葉は印象的でした。

一人ひとりが力を出せば大きな結果につながると
いうことだと理解しましたが、一人ひとりが力を出
さなければ平和を守るのが難しくなるということで
もあるでしょう。ぼくも地球の一市民です。まず
は自分のできることとして日々の生活をしっかり送
り、そして、医師になるという小さな頃からの夢を
実現できるよう、取り組んでいきたいと考えていま
す。医師を目指すのは、世界中の困っている人を
助けたいと思うからですが、夢を追うことができる
のも、平和のおかげです。

　今も世界各地で紛争がなくなりません。核兵器
も存在しています。被爆国である日本は、悲惨な
体験を風化させることなく後世に伝えていかなけ
ればなりません。そのために行動する一人として、
ぼくは歴史を学び、未来を見据え、自分の一歩が
世界平和の一歩につながるように進んでいきたい
と決意しました。

福嶋　映貴
（筑波大学附属小学校 5 年）

「My平和宣言」（青少年ピースフォーラム最終日）
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令和６年度 平和派遣報告会・平和祈念コンサート
（新宿区平和派遣の会・新宿区共催）

日時：令和６年10月 20日（日）

場所：戸塚地域センター　７階多目的ホール

　８月８日から 10 日にかけて長崎への平和派遣に参加した
派遣者が、長崎で学んだことを発表しました。
　発表のスライドには、子どもたちが報告会のために、平
和への願いを込めて描いた絵を入れ、工夫を凝らした内容
になりました。
　親子発表の後には、クイズコーナーがあり、会場一体と
なった報告会となりました。また、子ども達による詩の朗読・
平和へのメッセージを通じて、平和の尊さを広く訴えかけ
ました。

【発表内容】
１　被爆の実相
子どもたちが長崎の被爆について説明
しました。

２　親子発表
長崎で学んだことを写真を使って発表
しました

３　クイズコーナー
来場者に親子発表に関するクイズを出
しました。

４　詩の朗読
「原爆を作る人々に」
作：福田須磨子　（長崎の詩人）
子どもたちが朗読しました。

第１部　平和派遣報告会

5 平和派遣報告会・平和祈念コンサート

派遣者代表挨拶：武田　義博さん

親子によるクイズコーナー

子どもたちによる詩の朗読
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平和派遣報告会・平和祈念コンサート
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５　平和へのメッセージ
子どもたち一人一人が未来に向けて平和へのメッセージを発表しました。
鳩の絵は子どもたちが平和への想いを込めて描いたものです。

宇崎　純平
被爆者の方々の平和への願いをぼくたちが発信していきます

江波戸　嘉乃子
ぶきを捨てて、みんなが助け合えるような世界へ

尾園　浩太
核兵器で国を守るという考えをなくしたい

武田　菜々
核兵器の恐ろしさを世界の人々に発信します

塚本　暢子
原爆の悲惨さをみんなに伝え、戦争がおこらないようにしたいです

中村　智沙
長崎を最後の被爆地へ

福嶋　映貴
平和や幸せ 守るは僕ら　未来を作る 皆で一緒に
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平和派遣報告会・平和祈念コンサート

　早稲田少年少女合唱団による平和への思いを込めた合唱、ピアノ演奏が行われました。

【合唱プログラム】
早稲田少年少女合唱団
指揮：小松晴子
ピアノ伴奏：中村智恵里

♪君をのせて
♪となりのトトロ
♪ともだちはいいもんだ
♪COSMOS

【ピアノ演奏と女声 2重唱】
ピアノ：中村智恵里
唱：上口郁子、河野沙南

♪瑠璃色の地球

【全員合唱】
派遣者の皆さんと一緒に合唱しました。

♪翼をください

第２部　平和祈念コンサート
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平和派遣報告会・平和祈念コンサート

令和6年度親と子の平和派遣派遣者・新宿区平和派遣の会

平和派遣報告会・平和祈念コンサート出演者の皆さん

早稲田少年少女合唱団
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令和6年（2024年）8月9日　長崎市平和公園

長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典

被爆 79 周年

開　　式

原爆死没者名奉安

式　　辞

献　　水

献　　花

黙とう 

長崎平和宣言

平和への誓い

児童合唱「あの子」

来賓挨拶

合唱「千羽鶴」

閉　　式

遺族代表、被爆者代表、
長崎市長

長崎市議会議長

遺族代表、被爆者代表、
小・中・高校生各代表

遺族代表、被爆者代表、
長崎市長　他来賓等

長崎市長

被爆者代表

山里小学校 6 年生

内閣総理大臣、
国際連合事務総長、
長崎県知事

純心女子高等学校の生徒

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

第２部 資　料資　料資　料

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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長 崎 平 和 宣 言 

 
原爆を作る人々よ！ 

しばし手を休め 眼をとじ給え 

昭和二十年八月九日！ 

あなた方が作った 原爆で 

幾万の尊い生命が奪われ 

家 財産が一瞬にして無に帰し 

平和な家庭が破壊しつくされたのだ 

残された者は 

無から起
た

ち上がらねばならぬ 

血みどろな生活への苦しい道と 

明日をも知れぬ〝原子病″の不安と 

そして肉親を失った無限の悲しみが 

いついつまでも尾をひいて行く 

 

これは 23 歳で被爆し、原爆症と闘いながらも原爆の悲惨さを訴えた長崎の詩人・福田

須磨子さんが綴った詩です。 

家族や友人を失った深い悲しみ、体に残された傷跡、長い年月を経ても細胞を蝕み続け、

様々な病気を引き起こす放射線による影響、被爆者であるが故の差別や生活苦。原爆は被

爆直後だけでなく、生涯にわたり被爆者を苦しめています。 

それでも被爆者は、「世界中の誰にも、二度と同じ体験をさせない」との強い決意で、

苦難とともに生き抜いた自らの体験を語り続けているのです。 

被爆から 79 年。私たち人類は、「核兵器を使ってはならない」という人道上の規範を守

り抜いてきました。しかし、実際に戦場で使うことを想定した核兵器の開発や配備が進む

など、核戦力の増強は加速しています。 

ロシアのウクライナ侵攻に終わりが見えず、中東での武力紛争の拡大が懸念される中、

これまで守られてきた重要な規範が失われるかもしれない。私たちはそんな危機的な事態

に直面しているのです。 

 

福田さんは詩の最後で、こう呼びかけました。 

原爆を作る人々よ！ 

今こそ ためらうことなく 

手の中にある一切を放棄するのだ 

そこに初めて 真の平和が生まれ 

人間は人間として蘇ることが出来るのだ 
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核保有国と核の傘の下にいる国の指導者の皆さん。核兵器が存在するが故に、人類への

脅威が一段と高まっている現実を直視し、核兵器廃絶に向け大きく舵を切るべきです。そ

のためにも被爆地を訪問し、被爆者の痛みと思いを一人の人間として、あなたの良心で受

け止めてください。そしてどんなに険しくても、軍拡や威嚇を選ぶのではなく、対話と外

交努力により平和的な解決への道を探ることを求めます。 

 唯一の戦争被爆国である日本の政府は、核兵器のない世界を真摯に追求する姿勢を示す

べきです。そのためにも一日も早く、核兵器禁止条約に署名・批准することを求めます。

そして、憲法の平和の理念を堅持するとともに、北東アジア非核兵器地帯構想など、緊迫

度を増すこの地域の緊張緩和と軍縮に向け、リーダーシップを発揮することを求めます。 

さらには、平均年齢が 85 歳を超えた被爆者への援護のさらなる充実と、未だ被爆者と

して認められていない被爆体験者の一刻も早い救済を強く要請します。 

 

 世界中の皆さん、私たちは、地球という大きな一つのまちに住む「地球市民」です。 

想像してください。今、世界で起こっているような紛争が激化し、核戦争が勃発すると

どうなるのでしょうか。人命はもちろんのこと、地球環境にも壊滅的な打撃を与え、人類

は存亡の危機に晒されてしまいます。 

だからこそ、核兵器廃絶は、国際社会が目指す持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の前提

ともいえる「人類が生き残るための絶対条件」なのです。 

ここ長崎でも、核兵器のない世界に向けて、若い世代を中心とした長年の動きがさらに

活発になっています。今年５月には、若者版ダボス会議と呼ばれる国際会議「ワン・ヤン

グ・ワールド」の平和をテーマとした分科会が、初めて長崎で開催されました。 

世界の若い世代が主役となって連帯し、行動する輪が各地で広がっています。それは、

持続可能な平和な未来を築くための希望の光です。 

 

平和をつくる人々よ！ 

一人ひとりは微力であっても、無力ではありません。 

私たち地球市民が声を上げ、力を合わせれば、今の難局を乗り越えることができる。国

境や宗教、人種、性別、世代などの違いを超えて知恵を出し合い、つながり合えば、私た

ちは思い描く未来を実現することができる。長崎は、そう強く信じています。 

  

原子爆弾により亡くなられた方々に心から哀悼の誠を捧げます。 

長崎は、平和をつくる力になろうとする地球市民との連帯のもと、他者を尊重し、信頼

を育み、話し合いで解決しようとする「平和の文化」を世界中に広めます。そして、長崎

を最後の被爆地にするために、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向けてたゆむことなく

行動し続けることをここに宣言します。 

 
 2024 年（令和６年）８月９日 

                           長崎市長  鈴木 史朗 鈴　木　史　朗長崎市長
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新宿区平和派遣事業 2023_ 表 2_ 表 3

新
宿
区
平
和
都
市
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言

　世
界
の
恒
久
平
和
は
、人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
。

　私
た
ち
は
、世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国
民
と
し
て
、

自
ら
も
戦
火
を
受
け
た
都
市
の
住
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と
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、
戦
争
の

惨
禍
を
人
々
に
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永
遠
の
平
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を

築
き
、
こ
の
緑
の
地
球
を
、
次
の
世
代
に
引
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ぐ

責
務
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あ
る
。

　国
際
平
和
年
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
、
人
類
の

生
存
に
深
刻
な
脅
威
を
も
た
ら
す
、
す
べ
て
の
国
の

核
兵
器
の
廃
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を
全
世
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に
訴
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、
世
界
の
恒
久

平
和
の
実
現
を
心
か
ら
希
求
し
、こ
こ
に
新
宿
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が
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すべての国の核兵器廃絶と世界の恒久平和を願って


